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平成 29年６月期 連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ 
 

平成 29 年２月８日に公表いたしました平成 29 年６月期の連結業績予想と本日公表の実績値の差

異について、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 29年６月期 連結業績予想と実績との差異(平成 28年７月１日～平成 29年６月 30日) 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

9,500 

百万円 

150 

百万円 

150 

百万円 

10 

円 銭 

1円 96銭 

実績値(Ｂ) 8,820 141 158 24 4円 75銭 

増減額(Ｂ-Ａ) △679 △8 8 14  

増減率(％) △7.2 △6.0 5.3 140.0  

(ご参考)前期実績 
(平成 28年６月期) 

11,219 530 488 210 40円 66銭 

 

 

２．差異の理由 

平成 29年６月期の売上高は、基幹シリーズについては、「F2Pシリーズ」において OS系 PF向

けに好調なタイトルがあったものの、名作 IPタイトルの不調があったこと等により、計画を若

干下回りました。新シリーズ及び実験作においては、主に「シークシリーズ」「男性向けサスペ

ンスシリーズ」が計画を下回って推移し、全体として計画を下回りました。 

当期は改革期として大規模な組織改革を行い様々な仕込みを実行してきましたが、業績への寄

与は平成 30年６月期以降を見込んでおります。 

以上の結果、売上高及び営業利益は、前回発表予想を下回りました。 

一方、平成 29年６月期において円安による為替差益を計上したこと等により経常利益が前回

発表予想を上回り、さらに投資有価証券を売却したことで特別利益が発生し、親会社株主に帰 

属する当期純利益が前回発表予想を上回りました。 

 

以 上 


